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図 1. システム概要  
 ポインタカーソルを表示する．  
ポインタ検出器は FPGA ボードを使用してハード
ウェアとして実装されている．使用している FPGA
ボードは Atmark-techno SUZAKU SZ410 に AV ボー
ドを使用して拡張したものである．このボードには
Xilinx 社の Virtex-4FX が実装されており，システム
クロックは，100MHz である．ポインタ検出は，除
算器を使用しない HSV 色変換を元にした二値化と，
X,Y それぞれの次元の 1 次元ヒストグラムのピーク
値を元にポインタの重心座標を求める．検出された
座標は UART を介して配信サーバに送信される．  
 











法で配信を実装した．FPGA ボードに uCLinux OS が
実装されており，Web サーバとして thttpd を動かす
ことができるため，FPGA ボードを配信サーバとし
て使用する．携帯端末でポインタカーソルの表示と





















器上で Web サーバ thttpd を動作させ，ネットワーク
を介して携帯端末からポインタ検出器に接続できる
ように構成した．また，UART を介してポインタ検
出器をデバッグ PC と接続し，デバッグ PC 上で検出
した座標を表示できるようにした．携帯端末として
Windows タブレットと Android タブレットを使用し



























文    献  
[1] J. F.  Lapointe  and  Guy  Godin,  “On-Screen 
Laser  Spot  Detection  for  Large  Display 
Interaction,” Proc. IEEE International Workshop 
on Haptic Audio Visual Environments and their 
Applications, HAVE 2005, pp.72-76, Oct. 2005. 
[2] N. D. Dung, S. Lee, J. D. Jin, and J. W. Jeon, 
“Hardware Architecture for Detecting Laser Point 
Using FPGA,”  Proc. 12 t h International Conference 
on Control, Automation and Sytems, pp.199-203, 
Oct. 2013. 
[3] T. Ukai, T. Kamamoto, S. Fukuma, H. Okada, and 
S. Mori, “An embedded pointing system for 
lecture room installing multiple screen,” Proc. The 
2013 International Conference on Image 
Processing, Computer vision, and Pattern 
Recognition, IPCV’13, Vol.1, pp. 390-394, July 
2013. 
[4] A. kaehler and G. Bradski, Learning OpenCV, 
OReilly, 2013. 
 
図 2. 実験結果  
